
ゴ
こ
.

大
正

四
卑

大
剛
二
十

一
日
累
層「
種
郵
便
物
謬
可

(係
月

一
回

一
日
競
行
〕

'曾學 濟 鯉:學幻 …1題1帝都 京

論濟
號 六 夢 ・ 巻 一 十.…i

P● 心も
巻 一'ト 」…1節

行 膜 日 一 月 二 十 年 五 和 昭

(焚

縛

載
)

論

叢

銀
行
秘
密
の
維
持
ご
所
得
税

麺
体
据
宕
疲
ゆ
醗
階
隠
癒
2罫

醇

魏

卿
馳
駆
麟
」
即
櫛
引
:

韻

艸死

光

景

に
就

い
て

…

.

.

工
業

ご
商

業

こ
の
交
渉

・
・

雑

録

所

得
分

配
統
計

の
研
究

方

法

・

京

都
市

に
於

け

る
清
費

組
合

・

金

ご
物
便

こ
の
關

係

に
就

て

詔

①
。。酔頸
αq
鎚
乙

の
二
著

:

・

法

令

.
法

學

博

士

縄
濟
學
博
士

・
文

學

博

士

・
文

學

博

士

綯

い翅

P
『

」
コ

・

・

…

脛

濟

學

士

・
纏
濟
學
博
士

・
経

濟

學

士

・
経

済

學

士

.
法

學

博

士

磯 蜷

部川

三 高 本神

浦 田庄 戸
榮

周 保 治正

行 馬耶 雄

財 一 谷 汐

部 谷 口見
藤

静_吉 三

治 耶 彦 耶

郵
便
貯
金
利
子
割
合

ノ
件
中
改
正

・
米
穀
法
第

二
條

ノ
規
定

ヲ
樺
太

」
施
行

ス
ル
ノ
件

・
米
穀
法
第

二
條
ノ
規
定

昌
俵

リ
米
及
籾
ノ
輸
入
税
増
加

!
件

・
昭
和
三
年
勅

令
第

二
+

二
號
米
穀
法
第
二
條

ノ
規
定

二
佐

ル
米
及
籾

ノ
輸

入
制
限

昌
關

ス
ル
件
中
改
正

・
無
墨
業
法

ヲ
樺
太

=
施
行

ス
ル
ノ
件

…
附

録

新
着
外
囲
経
済
雑
誌
主
要
論
題

・

本
誌
第
三
十

一
巻
総
目
録



金

書
物

慣

書
の
關

係

に
就

い
て

序

`コ

谷

藤

一

郎

通
貨

と
物
儂

と
の
間
に

存
在
す

る

關
係
を

究
明

す
る

こ
と

は
、
従
来

多
数

の
経
濟
墨
者

に
よ

っ
て
試

み
ら
れ
し
と
こ
ろ
で

あ

る
が
、
か

・
る
思
想
を

最
も

簡

軍

な
る

形
式

に

於

て
表

現

し

、
且
つ
之
を

民
衆
化

せ
し
も

の
は

、

フ
イ

ツ
シ
ヤ
ー
の

寓

く
+
冒
、く
、『
》
↓
な

る
方
程

式
で
あ

る
。
然

る

に
由
来

、
.金
貨
は

流
造

す
る

こ
と
比
較
的
僅

少
な

る
が
故
に

、
流

通
過
程
に
於
け

第
三
十
一
巻

九
〇
〇

第
六
號

=
二
四

る
貨
.幣
の
敬
畏
を
表
現
す
る
M
の
中
、
極
め
て
微
小
な
ろ
部
分

を
占
む
る
に
過
ぎ

ぬ
も
の
で
あ
.る
ゆ
而
も
世
界
人
職
以
後
に
於

て
は
金
貨
の
殆
ど
大
部
分
が
流
通
過
程
よ
の
引
上
げ
ら
れ
、
專

ら
兌
換
準
備
と
し
て
保
有
せ
ら
れ
る
こ
と

・
な
り
し
結
果
、
今

や
M
の
中
に
於
て
金
貨
,を
全
然
無
観
す
る
も
琳
て
支
障
な
き
粥

態
に
立
ち
至
っ
て
み
る
。
然

る
に
兌
換
準
備
に
充
て
ら
れ
て
み

る
金
貨
又
は
金
地
金
(以
下
軍
に
金
と
構
す
)
は
、
方
程
式
の
何

保
有
量
は
、
事
買
上

フ
ィ
ッ
シ
ャ
ー
の
方
程
式
か
ら
除
外
せ
ら

れ
て
み
る
こ
と

・
な
る
。

然
し
な
が
ら
、
兌
換
準
備
に
充
て
ら
れ
て
み
る
金
が
、
M
及

ノ
ぴ
M

の
爾
者

に
射
し

一
定

の
閣

僚
を
有
す

る
、
と
考

へ
る
は
敢

て
誤

で
は
あ

る
ま

い
。

ブ
イ
ッ
シ
ヤ
ー
も
亦

正
常
な

る
妖
態

に

ノ

於
て
は
.
M
及
び
M
は
金
準
備
に
射
し

一
定
の
比
率
を
保
つ
べ

幼

き
も
の
と
假
寇
し
て
み
る
。
か
く
て
彼
の
方
程
式
に
於
て
全
然

考
慮
の
外
に
置
か
れ
て
み
る
金
の
保
有
量
と
物
償
と
の
關
係
を

吟
味
す
る
は
、
興
味
あ
る
こ
と
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
以
下

工

の

デ
イ
ー
教
授
に
從
ひ
て
其
の
要
旨
を
略
述
せ
ん
と
思
ふ
。

1)
2)

3)

Fisher,Thepurchasingpowerof】noney(Ig;;　 6)PP.4フ__5g.

Fisher,op.citリPP・52,=62・

E4ie,Capital,themoneymarketandgold,1.:,P.45-53.



■
一

方
程
式
成
立
の
諸
條
件

抑
も
金
と
物
慣
と
の
關
係
を
明
か
な
ら
し
む
る

一
の
方
程
式

が
成
り
立
つ
た
め
に
は
、
如
何
な
る
諸
候
件
が
必
要
で
あ
ら
う

か
。
我
々
は
之
を
三
に
分
つ
こ
と
が
出
来
る
。
即
ち
(
一
)
物
.慣

水
準

が
安
定
を
保
て
る
際

に
も
、
金
の
塘
加
必
要
量
は
存
在
し

得
,へ
き
こ
と
、
(二
)
金
の
使
用
が
絶
え
ず
節
約
せ
ら
る
べ
き
こ

と
、
及
び
(三
)
過
去
に
於
け
る
金
の
増
加
必
要
量
の
趨
勢
が
将

来

へ
も
持
縮
…
.
す
・べ
費
・こ
と
、
綿
で
あ
、ゐ
。

第

一
の
條
件
は
.
金
の
保
有
量
が
正
常
な
る
割
.合
を
以
て
長

期
間
に
亙
っ
て
雪
加
す
る
も
、
其
の
間
の
物
償
水
準
は
何
等
攣

動
ず
る
も
の
で
な
い
、
と
い
ふ
假
定
の
下
に
立
っ
て
る
る
の
で

あ
る
。
金
の
暦
糖
必
要
量
に
就
い
て
は
、
既
に
カ
ッ
セ
ル
に
よ

註

り
、所
謂
三
%
増
加
説
が
唱

へ
ら
れ
て
る
る
の
で
あ
る
が
、兎
も

角
、
斯
く
の
如
き
金
の
増
加
必
要
量
の
趨
勢
を
測
定
す
れ
ば
、

か
《
あ
る
べ
し
乏
算
定
せ
墜
れ
た
る
金
の
正
常
な
る
増
加

と
」

現
實
の
金
の
保
有
量
と
の
差
額
が
、
時
の
経
過
す
る
と
共
に
ま

惑
に
そ
れ
に
相
癒

せ
る
墾
化
を
、
物
償
水
準
の
上
に
齎
す
べ
き

も
の
な
る
こ
之
を
推
知
す
る
こ
と
が
出
来

る
。

雑

錐

金
と
物
慣
と
の
關
係
に
就
い
て

カ
ッ
セ
ル
は

一
八
五
〇
年
よ
り

一
九

一
〇
年
に
至
る
間
に
於

て

卸
費
物
債
指
数
に
何
等
認
む
べ
き
攣
化
な
き
に
拘
ら
ず
、
金
は

年
々
二
・
八
%
の
割
合
を
以
て
増
加
せ
り
と
し
、
之
に
O
・
二
%

.

の
金
の
晦
胴損
滅
失
を
加

へ
で
、
金
「の
年
々
増
一加
必
而
ズ
且里
を
三
%
「

9

、
.

と
算
定
し
た
。

第

二
の
條

件
は

、
金
の
使

用
節
約
は
増
加
趨

勢

が
算

定
せ
ら

れ
る
期
間

を
通
じ
て
行
は

れ
る

も
の
と
假
定
し

て
み
る
。
即

ち

此
の
期
間

を
通
じ

て
銀
行
券
が
金
貨
に
代
り
、
常

座
預
金

が
銀

備
率

が
徐

々
に
低

下
す

る
こ
と
等
は

、
想
像
に
難

か
ら

ざ
る
と

こ

ろ
で
あ

る
。
而

し
て
か

・
る
金
の
節
約

は
、
増
加

の
趨
勢

を

算
定

す

る
際

に
は

必
ず
考
慮

に
入

れ
ら

る

べ
き

で
あ

る
。

第

三
の
條
件
は

、
過
去
に

算
出

せ
ら

れ
し

金
の

塘
加
趨
勢

が
、
現
在

及
び
將
來

の
そ
れ

に
最
も
有
効

な

る
近
似
数
を
與

へ

る
も
の
な

る
こ
と
を
假
寇

し
て
み
る
。
即
ち
こ

れ
に
よ

っ
て
現

在
及
び
賂
來

の
増

加
趨
勢

は

、
人
な
る
誤
謬
な
し
に
導

入
し
得

ら
れ

る
と
考

へ
る
の
で
あ

る
。
.然
し
か
く

い

へ
ば

と
て
、
此
の

近
似
敬

が
決

定
的

の
も
の

な
り

と
い
ふ
の
で
は
菰

い
。
も

と
よ

り

、
そ
れ

は
金
の
増
加

必
要
旦
甑
を
根
本

的
に
攣

化
せ
し
む

べ
き

第
三
十

一
巻

九
〇

一

第
六
號

一
三
五
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雑

録

金

と
物
傾

と
の
關
係

に
就

い
て

諸

要
素

、
帥

ち

人

口

の

塀
減

、
商

取

引

の

多

寡

、
金

の

使

用

節

約

の

程
度

、

中

央

銀

行

の

金

準

備

の

増

減

等

に

よ

っ

て
若

干

の

註

修

正

が
加

へ
ら

れ

な

け

れ
ば

な

ら

ぬ

の

で

あ

る
。

註
.

用
.語

の
混
酬馳
を
一避
く
る
爲

に
、
我
々
は
長
期
間

の
墾
動

いoσ
三
碧

鐸
①コ
高

文
は
正
常

な
る

金

の
増
一加
必
至
八景

コ
OHヨ
巴

鵬
5
宅
偉7

.

話
莞
繭苫
ヨ
①宗

な
る
言

葉
を
用

ひ
た
。
而

七
て
金

の
増
加
趨

勢

は
、
方
眼
紙
ハに
圖

示
せ
ら
れ

た
カ
ー
ブ
.
叉
は
他

の
同
様

な

る

方

法
に
よ

っ
て
得

ら
れ

る
も

の
で
は
な
く

、
物
慣
水
準

が
厨

…

蛮
ゐ

二
時

㍑

に
於

け
る
金
保
有
量

の
増
加
奉
を
確

め
る

礼
巴
に

よ

っ
て
、
始
め
て
知

る

こ
と
が
出
来

る

の
で
あ

る
。

三

方

程

式

上
述
の
如
き
三
の
條
件
の
下
に
於
て

G
湘
金
の
現
實
の
世
界
保
有
量

儀
刀
金
の
過
去
に
於
け
る
増
加
率

が
、
將
來
に
於
て
も
継

続
す
る
も
の
と
し
て
算
定
せ
ら
れ
た
る
將
來
の
金
の

必
要
量

e
"
基
本
期
間
の
率
と
異

れ
る
率
を
以
て
行
は
れ
る
金
使

用
の
節
約
又
は
浪
費
に
基
く
金
の
層
加
必
要
量
に
劃

す
る
修
正
量

第
三
+

一
卷

九
〇
二

第
六
號

一
三
六

H
躍
基
敬
二

〇
〇
に
射
し
長
期
間
に
相
封
的
に
鍵
動
ず
る

物
債
指
敷

(但
し
物
儂
の
憂
動
は
金
の
撒
量
の
墾
化

以
後
に
起
る
も
の
と
す
)

　
[
踊
將
來
に
於
て
も
纏
檀
す
べ
き
も
の
と
豫
測

せ
眠
れ
る

儀

過
去

の
長
期
間
の
金
の
必
要
量
よ
り
、
將
來
に
於
け

る
金
の
異
常
な
る
節
約
又
は
浪
費
に
基
く
修
正
量
を

セ

ヒ
し
で

ト
ロ

レ

し
ラ

、整

腸

t

客
辱
≠

.σ

、

・
す
れ
ば

〒

d

バ

を
得
・
こ
・
奮

來
・
。

即
ち
我

々
は
こ
れ
に
よ
っ
て
、
物
慣
は
斯
く
あ
る
べ
し
と
算

定
せ
ら
れ
九
る
金
の
増
加
必
要
量
(金
使
用
の
異
常
な
る
節
約
、

浪
費
を
考
慮
に
入
れ
た
る
)
と
、
現
實
の
金
の
保
有
量
と
の
差

額
に
從
ひ
て
攣
動
ず
る
の
傾
向
を
有
し
て
み
る
、
と
い
ふ
こ
と

を
知
る
、
ρと
が
出
来
る
の
で
あ
る
。

然
し
藪
に
注
意
す
べ
き
は
、
か

・
る
方
程
式
は
長
期
間
の
物

償
水
準
の
墜
動
の
み
に
安
當
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ

る
。
方
程

式
は
決
し
て
周
期
的
・偶
然
的
の

鍵
動
を

説
明
せ
ん
と
す
る
も

の
で
は
な
い
。

一
年
又
は
二
年
間
の
金
の
過
不
足
が
直
ち
に
物

債
水
準
の
上
に
、
ま
さ
に
そ
れ
に
栢
庶
せ
る
攣
化
を
齎
す
も
の

、



と
い
っ
て
み
る
の
で
は
な
い
。敬
年
間
打
続
き
た
る
過
不
足
が
、

長
期
間
に
物
償
水
準
の
上
に
相
慮
せ
る
鍵
化
を
齎
す
も
の
と
い

ふ
の
で
あ
る
。更
に
物
儂
の
攣
動
ば
直
ち
に
起
る
の
で
ぱ
な
↑
、

徐
う
に
而
も
数
年
間
に
始
め
て

共
の

極
鮎
に

達
ナ
る
の
で
あ

る
。
　か
く
て
、
若
し
例

へ
ば
五
年
間
に
亙
り
金
の
不
足
が
相
次

い
で
.生
じ
仁
と
す
れ
ば
、
先
づ
物
置
は
低
落
し
始
め
、共
の
後

、

年
を
経
る
に
從
ひ
漸
次
其
の
勢
・、7
強
め
る
の
で
あ

る
が
、
共
の

極
熱
に
達
す
る
の
は
恐
ら
く
五
年
後
の
或
る
専
期
に
於
て
、、
あ

ら
{
り
o
.

或
は
其
の
年
数
を
計
算
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
方
程
式
に
算

術
葡
潔
布
薩
さ
を
與

へ
得
る
と
考

へ
る
心
の
が
あ

る
か
も
知
れ
.

な
い
が
、
そ
れ
は
畢
竟
通
貨
現
象
の
實
現
の
確
實
性
を
過
度
に

信
ず
る
も
の

、
陥
吻
易
き
誤
謬
で
あ
る
。
從
っ
て
方
程
式
中
の

E
の
缶
は
鹸
り
に
嚴
密
に
、取
扱
は

江
て
は
な
ら

な
ド
。

然
し

か
く

い
」へ
ば
と
て
、
そ
れ
は
決
し
て
方
程
式
の
も
つ
重
要
性
を

傷
つ
サ
る
も
の
で
は
な
い
。
否
、
却

っ
て
此
の
一
を
斯
く
の
如

へ

へ

《
解

す
る
こ
乏
に
よ
っ
て
、
始
め
て
共
の
安
富
性
を
よ
り
ょ
く

認
め
撮
み
の
で
あ
る
。
.即
ち
方
程
式
の
右
邊
の
償
値
を
算
出
す

雑

録

金
と
物
働
と
の
閣
僚
に
就

い
て

れ
ば
、
我
々
は
左
邊
に
於
て
來
る
べ
き
期
間
に
如
何
な
る
攣
動

が
、
物
償
の
上
に
齎
さ
る
べ
き
か
を
窺
ふ
こ
と
が
出
来

る
。
而

も
長
期
間
の
物
債
の
攣
動
に
作
用
す
る
諸
要
素
が
、
景
気
の
如

何
に
よ
っ
て
共
の
結
果
を
齎
す
べ
き
時
期
を
異
に
す
る
も
の
な

る
こ
と
は
注
意
す
べ
ぎ
で
あ
る
。

物

贋
水
準

が
安
定
を
保

つ
爲

に
は

、
現
實

の
金

の
保

有
量

が

ま
さ
に
金
の

増
加

必
要
量

に
等
し

い
と
い

ふ
こ
と

が
必
要
で
あ

ひ
む
ヒ　エ
ノ
みと
ヨ
　

ロ
の
を

へざ

ヒば

そ

果
し
暴
坦
贋

に
西

'
、
て

¢
q

【ガ
!
Φ
な
り

と
す
れ
ば

、

コ
凹

さ
O
で

あ
る

べ
き
で
あ

る
。

か

・
る
際

に
於

て
爾

、
物

償

の
受
動
あ
り

と
す
れ
ば
、
共

の
原
因
は
周

期
的

・
偶
然

的
の
諸

要

素

に
蹄

せ
ら

れ
な

け
れ
ば
な
ら

ぬ
。
然
る
に
若
し

金
の
不
足
が

生
す

る
時
は

O
〈
(囲

一
o
と

な
り

、
過
剰
な

れ
ば

Ω
〉
Ω
。
一
①

と
な

る
。
.從

っ
て
前
者

の
場

合
に
於
て
は
物

償
指
敏

は
基
本
年

度

の

一
〇

〇
以
下

に
低
下
し

、
後
者

に
於

け
る
そ

れ
は

一
〇
〇

以
上

に
昇
騰

す
る
で
あ
ら

う
。

四

方
程
式
の
例
示
的
説
明

我
々
は
前
述
の
方
程
式
を
例
を
設
け
て
説
明
し
、
其
の
意
味

第
三
+
一
巻

九
〇
三

第
六
號

=
二
七

.
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右
表
を
囲
示
す
れ
ば
次
の
如
く
な
る
。

数指蘭

○

物

心

90
天 、



五

金
の
異
常
な
る
節
約

方
程
式
中
の

e
に
就
い
て
は
爾
、
多
少
の
説
明
が
必
要
で
あ

る
。
我
々
は
種
々
の
形
態
に
於
け
る
金
の
節
約
を
、
二

)
商
取

引
の
量
、
(
二
)通
貨
、信
用
に
封
ず
る
金
の
準
備
率
、及
び
(三
)

流
通
速
度
の
三
方
面
よ
り
考
察
す
る
こ
と
が
出
來

る
。
カ
ッ
ー3

ル
は
前
述
の
如
く
、
一
八
五
〇
年
よ
り

一
九

一
〇
年
に
至
る
間

の
年

ル
の
含
の

純
恥
庸
必
要
量
セ
ニ
。
八
%
と

算
肥
し
た
の
で

み
る
。
若
し
商
取
引
の
量

が
將
來
に
於
て
も
基
本
期
間
と
同
様

な
る
割
合
を
以
て
塘
加
し
、
準
備
率
も
同
様
な
る
割
合
を
以
て

減
少
し
、
流
通
速
度
も
亦
同
様
な
る
割
合
を
以
て
塘
加
す
る
も

の
と
す
れ
ば
、二
じ
八
%
の
金
の
増
加
必
要
量
は
過
去
に
於
け
る

と
同
様
に
將
來
に
於
て
も
妥
當
す
る
で
あ
ら
う
。
然

る
に
若
し

將
來
v
取
引
が
過
去
よ
り
も
其
の
培
加
の
勢
を
弱
め
た
と
す
れ

ば
.
金
の
増
加
必
要
量
は
二
・
八
%
よ
り
も
少
量
と
な
る
で
あ
ら

、
,

g

い
ま
基
本
期
間
と
豫
想
せ
ら
れ
る
將
來
の
期
間
と
の
闇
の
取

引
量
の
長
期
間
の
攣
動
を
恥
と
し
、
取
引
量
の
現
實
の
増
加
を

雑

鏤

金
と
物
慣
と
の
關
係
に
就
い
て

ノ

コ

ノ

ロ

ら

さ

T
と
す
れ
ば
、
金
使
用
.の
爺
約
叉
は
浪
費
は
T
と
T
と
の
差
に

よ
っ
て
明
か
と
な
る
で
あ
ら
う
。
而
し
て
商
取
引
の
異
常
な
る

　

櫓
加
に
基
く
金
の
將
來
の
節
約
を
T
と
す
れ
ば

'

一
周
(
押
、
)

ま
拠
基
本
期
間
と
豫
想
せ
ら
れ
る
將
來
の
期
間
と
の
闘
の
準

茜

,

ヅ

備
傘
減
少
の
趨
勢
を
R
と
し
、
現
實
の
準
備
率
の
減
少
を
R
と

s

"

e

し
R

と
R

と
の
差

に
基

く
金
の
異

常
な

る
節
約

を
R
と
す

れ
ば

.

〆
茅

、

更

に
基
、本

期
間
と
豫
想

せ
ら
れ

る
將
來

の
期
間

と
の
聞
の
流

　

麺
速
度
の
期
加
の
趨
勢
を
V
と
し
、
現
實
の
流
通
遽
度
の
増
加

ノ

ノ

ロ

う

う

　

を

V
と
し

、
V
と
V

と
の
差

に
基

く
金
の
異
常
な

る
節
約
を
▽

と
す
れ
ば1、昂

剴
(調

n
)

い
ま

e
を
以
て
其
の
原
由
の
如
何
に
拘
ら
す
、
異
常
な
る
金

の
節
約
を
齎
す
も
の
と
す
れ
ば

・
⊥

輩

　
　
霧

ご

ど
・
・
.
.

註

方
程
式

中

の
F

は
函
数
關
係

を
示
せ
る
も

の
で
あ

る
。
但

し
他

.

の
方

程
式

に
於
け
る
函
数

の
形
態

と
同

一
な
る

こ
と
を
意
味

し

第

三
+

一
卷

九
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六
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期



て
は
み
な

隠

雑

録

金
と
物

債
と
の
關
係
に
就

ど

六

方
程
式
の
重
要
性

比
の
方
程
式
は
其
の
各
項
に
就

い
て
正
確
な
る
資
料
を
得
る

こ
と
困
難
.な
る
が
故
に
、
数
量
的
に
精
密
な
る
計
算
を
行
ふ
こ

と
は
到
底
不
可
能
で
あ
る
。
そ
れ
故
、
我

々
は
寧
ろ
明
瞭
な
る.

}
般
的
耀
化
の
概
槻
を
得
る
を
以
τ
満
足
す
る
に
止
む
べ
嚢
で

あ
.る
。
例

へ
ば
若
し
中
央
銀
行
が
ハ冗
換
停
止
を
行
ひ
当
且
ハの
爲

に
金
の
保
有
量
の
増
加
が
豫
測
せ
ち
れ
る
な
ら
ば
、
金
使
用
の

節
約
は
正
常
の
趨
勢

よ
り
著
し
く
小
と
な
の
、
途

に
は
浪
費
が

得
ぼ
れ

α
ば
負
敏
ど
な
る
に
至
る
。
叢
に
於
て
我

か
ば
物
償
下

落
を
惹
起
す
べ
ぎ

一
の
根
本
的
原
因
を
見
出
す
こ
ど
が
出
来
る

の
で
あ
る
。・
斯
く
の
如
く
に
し
て
此
の
方
程
式
は
、
.金
と
物
償

と
の
關
係
に
就
い
て
概
括
的
考
察
を
試
み
る
爲
の

一
定
の
形
式

を
與

へ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
此
の
瓢
に
於
で
人
な
る
意
義
を
有

す
る
も
の
と
い
は
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

人
は
往

々
金
の
適
當
な
.る
数
量
が
果
し
て
幾
何
な
る
か
を
究

め
す
し
て
.
其
の
過
不
足
に
就
い
て
意
見
を
磯
表
す
る
。
然
し

第
一二
十
一
巻

九
〇
山ハ

築
山ハ號
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四
(U

金
が
過
剰
な
り
や
、不
足
な
り
や
の
問
題
を
解
決
す
る
爲
に
は

先
づ
其
の
適
當
な
る
数
量
が
決
定

せ
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。

而
し
τ
此
の
方
程
式
は
、
此
の
問
題
の

一
解
決
方
法
と
し
て
の

役
目
を
充
分
に
果
し
得
る
も
の
で
あ
る
。

近
き
將
來
に
於
て
實
際
的
に
大
な
る
興
味
あ
る
問
題
と
陰
る

べ
き
は
、
来
る
べ
き
次
の

時
代
に

於
け
る

世
界
の
金
供
給
量

が
果
し
τ
通
常
な
み
も
の
と
考

へ
律
る
や
否
や
と
い
ふ
こ
と
で

あ
る
、
而
し
て
か

・
る
問
題
に
勤
す
る
解
答
は
、
方
程
式
の
各

項
の
表
現
せ
る
諸
要
素
に
射
し
重
要
性
を
認
め
る
こ
と
に
よ
っ

て
始
め
て
可
能
で
あ
る
。
假
令
、
世
界
大
戦
の
齎
せ
な
激
鍵
に

よ
り
中
働
の
嫌
ひ
が
な
い
で
は
な
い
が
、
渦
去
に
於
て
な
さ
れ

旗
る
敬
量
的
考
察
は
、
伺
、
將
來
に
於
て
も
人
な
る
意
義
を
有

.

す
べ
き
も
の
と
考

へ
ら
れ
る
。
帥
ち
根
本
的
な
る
墾
化
を
正
常

に
認
識
し
、
合
理
的
に
受
入
れ
る
と
す
れ
ば
、
過
去
に
於
て
放

し
途
げ
ら
れ
し
結
果
は
一
多
少
の
特
有
な
る
墾
化
の
故
に
修
正

せ
ら
れ
る
こ
と
あ
り
と
す
る
も
、
爾
、
維
持
す
る
こ
と
が
可
能

で
あ
る
。
實

に
此
の
方
程
式
は
金
の
償
値
を
見
通
す
爲
の
、
敏

量
的
説
明
の

一
の
試
み
に
他
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。



七

絵

口

之
を
要
す
る
に
、上
述
の
金
と
物
贋
と
に
關
す
る
方
程
式
は
、

著
者
も
い
ふ
如
く
、
短
期
間
に
於
け
る
金
と
物
儂
と
の
關
係
を

究
明
せ
ん
と
す
る
も
の
で
は
な
い
。
ま
た
方
程
式
の
償
値
を
具

盟
的
に
算
定
す
る
こ
と
は
、
正
確
な
る
資
料
を
得
る
こ
と
の
困

難
な
る
以
上
事
實
不
可
能
で
あ
る
。
而
も
彼
は
物
贋
水
準
の
鍵

動
は
、
金
と
全
然
無
闕
係
な

周
期
的
偶

然
的
な
る

原
因
に
よ

つ
τ
も
齎
さ
れ
.
或
は
金
に
よ
っ
て
惹
起
さ
る
べ
き
攣
動
の
時

期
を
早
め
、
叉
は
遅
ら
し
め
る
こ
と
が
あ
り
得
る
と
い
っ
て
み

る
。
從
っ
て
此
の
方
程
式
を
以
て
短
期
間
に
於
け
る
金
と
物
償

と
の
關
係
を
明
確
に
撒
量
的
に
設
明
せ
る
も
の
と
し
τ
認
め
る

こ
と
は
安
富
で
な
い
で
あ
ら
う
。
然
し
長
期
間
に
亙
る
金
と
物

償
と
の
間
に
存
す
る
關
係
の
大
艦
の
傾
向
を
、
極
め
て
漠
然
た

る
相
に
於
て
把
握
せ
し
め
、
こ
れ
に
よ
っ
て
將
來
の
攣
動
を
豫

捌

せ
し
む
る
上
に
、
.重
要
な
る
暗
示
的
指
針
を
與

へ
る
も
の
な

る
こ
と
は
、
之
を
否
認
し
得
な
い
と
思
ふ
。
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